
(57)【要約】

【課題】比較的大きな平面積のミラーとして姿見用に好

適であって、玄関等の収納家具用として有用であり、し

かも、煩雑な把手取付け作業が必要でなく、扉の開閉時

に手指が直接ミラー部に触れて汚れることもなく開閉す

ることができ、開閉操作そのものが用意とされる新しい

ミラー扉が提供される。

【解決手段】扉本体（５）にミラー（１０１）が配設さ

れて、上下左右の縁材（２、３）でミラー（１０１）縁

部が保持されたミラー扉（１）であって、ミラー扉（１

）の左右縁部を保持する縁材（２）のいずれか一方には

、手掛りのための凹部（１０３）を有する把手部（１０

２）が上下方向に一体化配設されていることを特徴とす

る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
扉 本 体 に ミ ラ ー が 配 設 さ れ て 、 上 下 左 右 の 縁 材 で ミ ラ ー 縁 部 が 保 持 さ れ た ミ ラ ー 扉 で あ っ
て 、 ミ ラ ー 扉 の 左 右 縁 部 を 保 持 す る 縁 材 の い ず れ か 一 方 に は 、 手 掛 り の た め の 凹 部 を 有 す
る 把 手 部 が 上 下 方 向 に 一 体 化 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ミ ラ ー 扉 。
【 請 求 項 ２ 】
扉 本 体 と ミ ラ ー の 側 縁 部 に 手 掛 り の た め の 凹 部 が 並 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ の ミ ラ ー 扉 。
【 請 求 項 ３ 】
扉 本 体 と ミ ラ ー の 側 縁 部 前 方 に 手 掛 り の た め の 凹 部 が 前 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ の ミ ラ ー 扉 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 出 願 の 発 明 は 、 ミ ラ ー 扉 に 関 す る も の で あ る 。 さ ら に 詳 し く は 、 こ の 出 願 の 発 明 は 、
玄 関 収 納 家 具 等 に 有 用 な 新 し い ミ ラ ー 扉 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 収 納 家 具 の 扉 部 に ミ ラ ー を 配 設 し た ミ ラ ー 扉 が 知 ら れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら
の ミ ラ ー 扉 は 、 収 納 家 具 の 配 置 位 置 や 用 途 に 応 じ て 、 身 体 の 一 部 あ る い は ほ ぼ 全 身 を 映 す
姿 見 と し て 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 従 来 の ミ ラ ー 扉 と し て は 、 ミ ラ ー を 扉 本 体 に 埋 設 し た も の が 代 表 的 な も の と し
て 用 い ら れ て い る 。 た と え ば 、 図 １ ０ に 示 し た ミ ラ ー 扉 （ １ ０ ） は 、 左 右 そ れ ぞ れ に 配 設
さ れ た ２ 枚 の 扉 （ ９ ） の 間 に 配 置 さ れ て お り 、 扉 本 体 に ミ ラ ー （ １ １ ） を 埋 設 し た も の と
な っ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。 し か し な が ら 、 ミ ラ ー 扉 （ １ ０ ） の 場 合 に は 必 然 的 に ミ ラ ー
（ １ １ ） の 大 き さ に は 制 限 が あ り 、 扉 本 体 に 埋 設 可 能 な 平 面 大 き さ の も の に 限 ら れ 、 ど う
し て も 姿 見 用 の ミ ラ ー と し て は 幅 が 狭 く 、 上 下 の 高 さ も 小 さ い も の と な り 、 不 便 で あ っ た
。 し か も 、 ミ ラ ー （ １ １ ） 周 り の 部 材 に つ い て は 隣 接 す る 他 の 扉 と の 色 合 い や 風 合 い を 整
合 す る 必 要 性 が あ り 、 使 用 す る 部 材 が 多 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 こ の よ う な 従 来 の ミ ラ ー 扉 （ １ ０ ） に つ い て は 、 ｉ ） ミ ラ ー （ １ １ ） に 特 殊 な 穴 加
工 を 施 し て 把 手 を 取 付 け る か 、 あ る い は ｉ ｉ ） 扉 全 体 を 押 す と 浮 き 上 が る タ ッ チ パ ネ ル 方
式 等 と す る こ と が し ば し ば あ る が 、 穴 開 け 加 工 が 面 倒 で あ っ た り 、 ミ ラ ー （ １ １ ） が 汚 れ
や す い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
他 方 、 ミ ラ ー （ １ １ ） の 扉 本 体 へ の 取 付 け 構 造 に つ い て も 、 様 々 な も の が 既 に 提 案 さ れ て
お り 、 た と え ば 、 ミ ラ ー を 扉 本 体 に 取 付 け た 構 造 と し て は 、 図 １ １ に 示 し た よ う に 、 ミ ラ
ー 板 （ １ ２ ） の 背 面 に 背 板 （ １ ３ ） を 取 付 け 、 背 板 （ １ ３ ） の 端 部 か ら 、 固 定 孔 （ １ ５ ）
を 有 す る 固 定 板 （ １ ４ ） が 突 出 さ せ 、 こ れ を ミ ラ ー サ ッ シ （ １ ６ ） に 支 持 固 定 す る 構 造 が
知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。 こ の 構 造 で は 、 ミ ラ ー サ ッ シ （ １ ６ ） の 下 端 に 把 手 （ １ ８
） が 備 え ら れ て お り 、 ま た 、 凹 部 （ １ ７ ） が 設 け ら れ 、 こ こ に 前 記 の 固 定 板 （ １ ４ ） が 挿
入 さ れ て 、 固 定 孔 （ １ ５ ） で 、 ビ ス 等 に よ っ て 取 付 け 固 定 さ れ て い る 。 し か し 、 煩 雑 な 取
付 け 構 造 で あ っ て 、 し か も ミ ラ ー 板 （ １ ２ ） が そ の 下 端 に 設 置 さ れ た ミ ラ ー サ ッ シ （ １ ６
） の み で 支 持 さ れ て お り 、 ま た 把 手 （ １ ８ ） は ミ ラ ー サ ッ シ （ １ ６ ） の 下 方 に 備 え ら れ て
い る た め 、 固 定 強 度 に 不 安 が 残 る だ け で な く 、 玄 関 等 に 配 置 さ れ る 収 納 家 具 に 採 用 す る こ
と は 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 図 １ ２ の よ う な ミ ラ ー 扉 の 組 立 て 構 造 も 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ３ ） 。 す な わ ち
、 ミ ラ ー 板 （ １ ２ ） の 上 下 端 部 に 外 嵌 さ れ る 上 下 の 横 桟 部 （ １ ９ 、 ２ ０ ） と 、 ミ ラ ー 板 （
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１ ２ ） の 裏 面 に 密 接 さ れ る 背 板 （ １ ３ ） と に よ り ミ ラ ー 支 持 材 を 形 成 し 、 ミ ラ ー 板 （ １ ２
） を こ の ミ ラ ー 支 持 材 に 取 付 け る 。 そ し て 、 ミ ラ ー 板 （ １ ２ ） の 側 端 部 を 縦 桟 部 （ ２ ２ ）
に 固 着 し て い る 。 ま た 、 上 側 横 桟 部 （ １ ９ ） は 、 背 板 （ １ ３ ） の 上 端 を 上 方 に 屈 曲 延 設 し
て 構 成 し 、 一 方 、 下 側 横 桟 （ ２ ０ ） は 、 背 板 （ １ ３ ） と は 別 体 で 形 成 し 、 背 板 （ １ ３ ） と
下 側 横 桟 部 （ ２ ０ ） の 取 付 け 固 定 は 、 背 板 （ １ ３ ） の 下 端 か ら 突 出 し て い る 固 定 板 （ １ ４
） に 備 え ら れ て い る 固 定 孔 （ １ ５ ） と 下 側 横 桟 部 （ ２ ０ ） に 備 え ら れ て い る 取 付 け 孔 （ ２
１ ） を 介 し て 、 ネ ジ 部 材 等 に よ っ て 取 付 け 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
だ が 、 こ の ミ ラ ー 板 の 固 定 構 造 に お い て は 、 取 付 け 構 造 が 面 倒 な も の で あ る ば か り か 、 把
手 に つ い て ほ と ん ど 考 慮 さ れ て い な い こ と か ら 、 結 局 、 そ の 開 閉 は 下 端 部 に お い て 行 う か
、 あ る い は 縦 桟 部 （ ２ ２ ） で 行 う こ と に な り 、 手 指 が ミ ラ ー 面 に 接 触 し て ミ ラ ー 面 が 汚 れ
る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ４ ７ １ ６ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
実 開 昭 ６ １ － １ ２ ６ ８ ３ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 １ １ － ３ ３ ２ ６ ６ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
そ こ で こ の 出 願 の 発 明 は 、 上 記 の 事 情 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 以 上 の よ う な 従 来
の 問 題 を 解 決 し 、 比 較 的 大 き な 平 面 積 の ミ ラ ー と し て 姿 見 用 に 好 適 で あ っ て 、 玄 関 等 の 収
納 家 具 用 と し て 有 用 で あ り 、 し か も 、 煩 雑 な 把 手 取 付 け 作 業 が 必 要 で な く 、 扉 の 開 閉 時 に
手 指 が 直 接 ミ ラ ー 部 に 触 れ て 汚 れ る こ と も な く 開 閉 す る こ と が で き 、 開 閉 操 作 そ の も の が
容 易 と さ れ る 新 し い ミ ラ ー 扉 を 提 供 す る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 出 願 の 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る も の と し て 、 第 １ に は 、 扉 本 体 に ミ ラ ー が 配 設
さ れ て 、 上 下 左 右 の 縁 材 で ミ ラ ー 縁 部 が 保 持 さ れ た ミ ラ ー 扉 で あ っ て 、 ミ ラ ー 扉 の 左 右 縁
部 を 保 持 す る 縁 材 の い ず れ か 一 方 に は 、 手 掛 り の た め の 凹 部 を 有 す る 把 手 部 が 上 下 方 向 に
一 体 化 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ミ ラ ー 扉 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
そ し て 、 第 ２ に は 、 上 記 の ミ ラ ー 扉 に つ い て 、 扉 本 体 と ミ ラ ー の 側 縁 部 に 手 掛 り の た め の
凹 部 が 並 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ミ ラ ー 扉 を 提 供 し 、 第 ３ に は 、 扉 本 体 と ミ ラ ー の
側 縁 部 前 方 に 手 掛 り の た め の 凹 部 が 前 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ミ ラ ー 扉 を 提 供 す る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
こ の 出 願 の 発 明 は 上 記 の と お り の 特 徴 を 持 つ も の で あ り 、 以 下 に そ の 実 施 の 形 態 に つ い て
、 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ か ら 図 ４ は 、 こ の 出 願 の 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 例 示 し た も の で あ る 。 こ れ ら 図 １
か ら 図 ４ の 実 施 形 態 で は 、 ま ず 、 ミ ラ ー 扉 （ １ ） に お い て 、 扉 本 体 （ ５ ） に ミ ラ ー （ １ ０
１ ） が 配 設 さ れ て 上 下 の 縁 材 （ ３ ） と 左 右 の 縁 材 （ ２ ） で ミ ラ ー （ １ ０ １ ） の 縁 部 が 保 持
さ れ て お り 、 手 掛 り の た め の 凹 部 （ １ ０ ３ ） を 有 す る 把 手 部 （ １ ０ ２ ） が 上 下 方 向 に 一 体
化 配 設 さ れ て い る 。 こ の 手 掛 り の た め の 凹 部 （ １ ０ ３ ） は 、 扉 本 体 （ ５ ） と ミ ラ ー （ １ ０
１ ） の 側 縁 部 に 並 置 さ れ 、 こ の 凹 部 （ １ ０ ３ ） は ミ ラ ー 扉 （ １ ） の 前 方 よ り 目 視 で き る よ
う に 配 置 さ れ て お り 、 ミ ラ ー 扉 （ １ ） の 開 閉 の た め の 手 指 が 差 し 込 ま れ る 空 間 を 構 成 し 、
把 手 部 （ １ ０ ２ ） の 屈 曲 片 部 （ １ ０ ４ ） に 手 指 を 係 止 し て 開 閉 動 作 が で き る よ う に し て い
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る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の よ う な 凹 部 （ １ ０ ３ ） を 有 す る 把 手 部 （ １ ０ ２ ） の 場 合 に は 、 ミ ラ ー 扉 （ １ ） の 開 閉
操 作 時 に 手 指 が ミ ラ ー （ １ ０ １ ） に 直 接 触 れ る こ と は ほ と ん ど な く 、 ミ ラ ー （ １ ０ １ ） 表
面 が 手 指 に よ っ て 汚 れ る こ と は な い 。 ま た 、 凹 部 （ １ ０ ３ ） を 有 す る 把 手 部 （ １ ０ ２ ） は
上 下 方 向 に 配 置 し て い る こ と か ら 、 開 閉 操 作 の 手 指 の 高 さ 選 択 の 自 由 度 も 大 き く 、 し か も
、 側 縁 部 の 縁 材 （ ２ ） と 一 体 と さ れ て い る こ と か ら 、 そ の 取 付 け は 容 易 で あ っ て 、 組 立 て
構 造 も 簡 単 で あ る 。 左 右 の 縁 材 （ ２ ） と 把 手 部 （ １ ０ ２ ） は 、 た と え ば 、 ア ル ミ 材 を 用 い
て 、 ア ル ミ 押 出 成 型 に よ る 一 体 品 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ の 固 定 の た め の 構 造 は 様 々 で あ っ て よ い が 、 た と え ば 、 図 １ お よ び 図 ３ に 例 示 し た よ う
に 、 ミ ラ ー 扉 （ １ ） の 上 下 縁 部 そ れ ぞ れ に 配 設 さ れ る 縁 材 （ ３ ） お よ び ミ ラ ー 扉 （ １ ） の
左 右 縁 部 そ れ ぞ れ に 配 設 さ れ る 縁 材 （ ２ ） に よ っ て ミ ラ ー （ １ ０ １ ） を 扉 本 体 に 取 付 け る
が 、 上 下 の 縁 材 （ ３ ） に つ い て は 、 垂 下 片 部 （ ３ ０ １ ） を 設 け 、 こ れ に よ っ て ミ ラ ー （ １
０ １ ） の 上 端 部 前 面 を カ バ ー し て 支 持 し 、 ビ ス 、 ネ ジ 等 の 固 定 具 （ ６ ） に よ っ て 扉 本 体 （
５ ） に 取 付 け 固 定 す る こ と が で き 、 左 右 の 縁 材 （ ２ ） に つ い て は 、 延 設 片 部 （ ２ ０ １ ） を
設 け 、 こ れ に お い て ビ ス 、 ネ ジ 等 の 固 定 具 （ ６ ） に よ っ て 扉 本 体 （ ５ ） に 取 付 け 固 定 す る
こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 ミ ラ ー 部 （ １ ０ １ ） は 上 下 左 右 か ら 扉 本 体 （ ５ ） に 固 定 さ れ 、
高 い 安 定 感 を 保 持 す る ミ ラ ー 扉 （ １ ） と な る 。 そ し て 、 こ の よ う な 左 右 の 縁 材 （ ２ ） と 一
体 と さ れ た 把 手 部 （ １ ０ ２ ） は 、 ミ ラ ー 扉 （ １ ） と 同 じ 厚 さ あ る い は 扉 の 厚 み 以 内 で 構 成
す る こ と が で き 、 収 納 家 具 扉 と し て 、 他 の 扉 と の 面 一 の 状 態 を 形 成 す る こ と が で き 、 外 観
性 も 良 好 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ５ お よ び 図 ６ は 、 こ の 出 願 の 発 明 の 別 の 実 施 形 態 を 示 し た も の で あ る 。 こ の 実 施 形 態 で
は 、 把 手 部 （ １ ０ ２ ） の 凹 部 （ １ ０ ３ ） の 配 置 が 、 上 記 図 １ か ら ４ の 実 施 形 態 の も の と は
異 な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 扉 本 体 と ミ ラ ー の 側 縁 部 前 方 に 前 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 凹
部 （ １ ０ ３ ） 全 体 が 前 方 に 突 出 し 、 そ の 開 口 部 分 が ミ ラ ー （ １ ０ １ ） 方 向 に 横 向 き と な っ
て い る 。 こ の 場 合 に お い て も 凹 部 （ １ ０ ３ ） を 手 掛 り と す る の で 、 ミ ラ ー （ １ ０ １ ） は 汚
れ に く く 、 ま た 当 然 開 閉 操 作 の 手 指 の 高 さ 選 択 の 自 由 度 も 大 き い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ７ お よ び 図 ８ は 、 こ の 出 願 の 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に つ い て 例 示 し た も の で あ る 。
こ の 実 施 形 態 で は 、 前 記 の 実 施 形 態 の ミ ラ ー 扉 （ １ ） に 、 さ ら に 係 止 カ バ ー （ ４ ） が ミ ラ
ー 扉 （ １ ） の 四 隅 に 配 設 さ れ て い る 。 こ の 係 止 カ バ ー （ ４ ） は 、 上 下 縁 部 の 縁 材 （ ３ ） お
よ び 左 右 縁 部 の 縁 材 （ ２ ） を 取 付 け た 後 、 上 下 縁 部 の 縁 材 （ ３ ） と 左 右 縁 部 の 縁 材 （ ２ ）
の 接 触 部 位 、 す な わ ち ミ ラ ー 扉 （ １ ） の 四 隅 を 覆 う よ う な 形 で 嵌 め 込 み 取 付 け ら れ る 。 こ
れ に よ り 、 上 下 縁 部 の 縁 材 （ ３ ） お よ び 左 右 縁 部 の 縁 材 （ ２ ） の ぐ ら 付 き も 防 止 で き 、 ま
た ミ ラ ー 扉 （ １ ） の 角 を カ バ ー す る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
た と え ば 図 ９ に 例 示 し た よ う に 、 以 上 の と お り の ミ ラ ー 扉 （ １ ） を 用 い る こ と で 、 扉 部 の
外 観 性 お よ び 施 工 性 を 向 上 さ せ た 、 優 れ た 収 納 家 具 を 実 現 さ せ る こ と が で き る 。 図 ９ の 例
で は ミ ラ ー 扉 （ １ ） が 開 き 戸 式 と な っ て い る が 、 も ち ろ ん 引 き 戸 式 と し て も よ い 。 図 ９ 中
に （ ７ ） は 棚 板 を 、 （ ８ ） は ハ ン ガ ー パ イ プ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 上 例 示 し た と お り 、 こ の 出 願 の 発 明 は 、 把 手 部 （ １ ０ ２ ） が 上 下 の 縁 材 （ ３ ） と 把 手 が
一 体 形 成 し て い る た め 、 固 定 具 （ ６ ） で ミ ラ ー 扉 （ １ ） の 扉 本 体 （ ５ ） に 簡 便 に 取 付 け 固
定 で き る た め 、 特 殊 加 工 等 の よ う な 煩 雑 な 把 手 取 付 け 作 業 が 必 要 な く な り 、 扉 の 開 閉 時 に
直 接 ミ ラ ー （ １ ０ １ ） に 触 れ る 必 要 な く 開 閉 で き る 把 手 部 （ １ ０ ２ ） を 備 え る こ と に な り
、 指 紋 等 の 汚 れ の 付 着 も 減 少 す る 。 ま た 、 把 手 部 （ １ ０ ２ ） は ミ ラ ー 扉 側 端 部 の 上 下 方 向
全 体 に 設 け ら れ て い る た め 、 ミ ラ ー （ １ ０ １ ） の 固 定 が よ り 強 固 に な る と 同 時 に 把 手 部 （
１ ０ ２ ） に 備 え ら れ て い る 、 開 閉 時 に 手 や 指 を 引 掛 け る た め の 凹 部 （ １ ０ ３ ） の 高 さ を 気
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に せ ず に 自 在 に 開 閉 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
も ち ろ ん 、 こ の 出 願 の 発 明 は 、 以 上 の 実 施 形 態 に 制 限 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 詳 し く 説 明 し た と お り 、 こ の 出 願 の 発 明 に よ っ て 、 比 較 的 大 き な 平 面 積 の ミ ラ ー と
し て 姿 見 用 に 好 適 で あ っ て 、 玄 関 等 の 収 納 家 具 用 と し て 有 用 で あ り 、 し か も 、 煩 雑 な 把 手
取 付 け 作 業 が 必 要 で な く 、 扉 の 開 閉 時 に 手 指 が 直 接 ミ ラ ー 部 に 触 れ て 汚 れ る こ と も な く 開
閉 す る こ と が で き 、 開 閉 操 作 そ の も の が 用 意 と さ れ る 新 し い ミ ラ ー 扉 が 提 供 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 出 願 の 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 し た ミ ラ ー 扉 右 上 角 周 辺 部 分 の 拡 大 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） は 、 各 々 、 図 １ の 実 施 形 態 を 説 明 す る た め の 全 体 正 面 図 お よ び 右 上
角 周 辺 部 分 拡 大 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） は 、 各 々 、 図 １ の 実 施 形 態 を 説 明 す る た め の 横 断 面 図 お よ び 縦 断 面
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） は 、 各 々 、 図 １ の 実 施 形 態 に お け る 把 手 部 お よ び 縁 材 を 説 明 す る た
め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） は 、 各 々 、 こ の 出 願 の 発 明 の 別 の 実 施 形 態 を 示 し た 横 断 面 図 お よ び
縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） は 、 各 々 、 図 ５ の 実 施 形 態 に お け る 把 手 部 お よ び 縁 材 を 説 明 す る た
め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） は 、 各 々 、 こ の 出 願 の 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 を 示 し た 全 体 正 面
図 お よ び 右 上 角 周 辺 部 分 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 実 施 形 態 に お け る 係 止 カ バ ー を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 こ の 出 願 の 発 明 を 備 え た 収 納 家 具 の 一 例 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の ミ ラ ー 扉 を 備 え た 収 納 家 具 の 一 例 を 示 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の ミ ラ ー 扉 を 説 明 す る た め の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の ミ ラ ー 扉 を 説 明 す る た め の 別 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 ミ ラ ー 扉
１ ０ １ 　 　 ミ ラ ー
１ ０ ２ 　 　 把 手 部
１ ０ ３ 　 　 手 掛 り 凹 部
１ ０ ４ 　 　 屈 曲 片 部
２ 　 　 左 右 の 縁 材
２ ０ １ 　 　 延 設 片 部
３ 　 　 上 下 の 縁 材
３ ０ １ 　 　 垂 下 片 部
４ 　 　 係 止 カ バ ー
５ 　 　 扉 本 体
６ 　 　 固 定 具
７ 　 　 棚 板
８ 　 　 ハ ン ガ ー パ イ プ
９ 　 　 扉
１ ０ 　 ミ ラ ー 扉
１ １ 　 ミ ラ ー
１ ２ 　 ミ ラ ー 板
１ ３ 　 背 板
１ ４ 　 固 定 板
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１ ５ 　 固 定 孔
１ ６ 　 ミ ラ ー サ ッ シ
１ ７ 　 凹 部
１ ８ 　 把 手
１ ９ 　 上 側 横 桟 部
２ ０ 　 下 側 横 桟 部
２ １ 　 取 付 け 孔
２ ２ 　 縦 桟 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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